○滝川地区広域消防事務組合職員福利厚生会設置規則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　定　昭和54年８月８日規則第２号

　（目的）

第１条　この規則は、滝川地区広域消防事務組合職員（臨時職員を含む。以下「職員」という。）の福利厚生事業を実施する組織（以下「福利厚生会」という。）の設置について、必要な事項を定めることを目的とする。

　（設置）

第２条　職員は、この規則の定めるところにより、福利厚生会を設置することができる。

　（届出）

第３条　前項の規定により設置された福利厚生会の代表者は、次に掲げる事項を設置の日から10日以内に組合長に届け出て、承認を受けなければならない。

　⑴　組織の名称

　⑵　規　　　約

  ⑶　当該年度の予算及び事業計画 

　⑷　資金運用及び管理の方法

　（遵守事項）

第４条　福利厚生会は、次に掲げる事項を守らなければならない。

　⑴　規約並びに資金運用及び管理の方法の改廃については、組合長の承認を受けること。

　⑵　毎年度の予算及び事業計画は年度開始前までに、その変更は変更決定の日から10日以内にそれぞれ組合長に提出し、承認を受けること。

　⑶　年度経過後２月以内に決算書を組合長に提出すること。

　（事業資金の交付等）

第５条　組合長は、第３条の規定による届出並びに前条第２号の規定による毎年度の予算及び事業計画の提出があったときは、これを審査し、事業資金の交付を適当と認めたときは、予算の範囲内で当該福利厚生会に対し補助金を交付することができる。

２　組合長は、前項の規定による補助金のほか、福利厚生会の運営について必要があると認めたときは、予算の範囲内で臨時に事業資金を交付し、又は貸付けをすることができる。

　（条件等）

第６条　組合長は、第３条の規定による承認、第４条第１号及び第２号の規定による承認並びに前条の規定による資金の交付または貸付けに際して、特別の条件を付することができる。

　　附　則

１　この規則は、昭和54年８月８日から施行する。

２　この規則施行の際、既に職員の福利厚生の目的をもって設置されている会は、この規則により設置されたものとみなす。

３　前項の規定により設置されている会については、この規則施行の日から10日以内に第３条による届出をしなければならない。

